
26 植 物 防 疫 第 50 巻 第 1 号 ( 1996 年)

植物 ウ イ ルス の新 し い分類 と 命名
一国際 ウ イ ルス分類委 員会第 6 次報告， 1995-

い ち
東京農業大学総合研究所 都

ま る

丸 敬

昨年 ( 1995) 6 月 ， 遅れに遅れて い た 国際 ウ イ ル ス 分類

委員会 (International Committee on Virus Taxo. 

nomy， ICTV) に よ る 第 6 次報告 (MURPHY et al .  (eds) ， 

1995) が出版 さ れた 。 第 5 次報告 ( 1991) に 次 ぐ ， 第 9 回

ICTV 総会 ( グ ラ ス ゴ ー ， 1993) の承認事項 を 含 め た 総括

報告であ る 。 こ の総会で は長年の懸案であ っ た 植物 ウ イ

ル ス を 含 む 全 ウ イ ル ス を ， 生物 の 伝統的分類法 と 同様

な， 科 (family) ， 属 (genus) ， 種 (species) の階層分類

(hierarchical c1assification) に よ っ て 分類す る こ と が

承認 さ れ， 植物 ウ イ ル ス で主 と し て 採用 さ れて い た ク.ル

ー プ と す る 方式 は廃止 さ れた。 分類， 命名規則 の改正 と

と も に ， 種 “species" の定義 も 改訂 さ れた。 ICTV の設

立 (1966) 以来， 4 半世紀余 に わ た っ て論議が重ね ら れた

ウ イ ル ス の分類 に つ い て ， は じ め て 動， 植物， 微生物 を含

む全ウ イ ル ス に 共通の分類法が定 め ら れた わ 砂 であ る 。

グ ラ ス ゴ ー総会 (1993 年 8 月 ) 以降， こ の第 6 次報告

の 出 版 に 先立 つ て ， 国際学術誌の植物 ウ イ ル ス に 関す る

論文で は既 に 階層分類 を 用 い て き て い る 。 ま た ， わ が国で

も 昨年 6 月 に 出版 さ れた 「植物病理学事典J ( 日 本植物病

理学会創立 80 周 年記念) に は， 新 し い分類， 命名規約 と

そ れ に 従 っ た 記載が記述 さ れて い る (都丸， 1995 ; ï篠沢，

1995) 。 こ れ ら の植物 ウ イ ル ス に 関 す る 記載 は ， 当 時 の

ICTV 植物 ウ イ ル ス 分科会 (Plant Virus Subcommit. 

tee， PVS) 委員長 (Dr. MARTELLI， G. P. ) か ら の委員宛報

告書及び現 PVS 委員長 DL MAYO， M. A か ら の私信等

に基づい て い る (P悶NGLE， 1993) 。 今回の第 6 次報告 と は

Machomovirus が Machlomovirus と な る な ど ， 2�3 の

異 な る 点 も あ り ， ま た ， 図版 に は， 著者校正省略 に よ る 印

刷 ミ ス も 見 ら れ る 。 こ こ に 改 め て 第 6 次報告 に よ っ て植

物 ウ イ ル ス 分類の概要 を紹介 し ， PVS 委員 と し て の責 を

果た す こ と と し た い。 な お ， グ ラ ス ゴ ー総会の後， PVS 

委員 は， 筆者 に代わ り 高橋 壮氏 (岩手大学) と な っ た 。

I 改訂 さ れ た 分類， 命名 規則

こ れ ま で ウ イ ル ス の分類， 命名規則 は 3 次の改訂を経

て き て い る が， 今回 (Rules of  virus c1assification and 

nomenclature， 1993) と し て ， こ れ ま での規則 22 項 目 と

Plant Virus Classification and Nomenclature Update--Sixth 

Report of the ICTV， 1995- By Kei ichi TOMAIW 

ガ イ ド ラ イ ン 7 項 目 (本誌 45 巻， p. 396， 都丸， 1991 参

照) を と り ま と め ， 全 30 項 目 に 改正 さ れた 。 こ の規則 は

一般規則 ( 1�5) ， タ ク ソ ン (分類群) と ウ イ ル ス の命名

(6� 15) ， 種 (species) ( 16�20) ， 属 (genus) (21  �23) ， 

亜科 (subfamily) (24， 25) ， 科 (family) (26�28) 及 び

目 (order) (29， 30) の項 目 別 と し て わ け， 通 し 番号 と し

て い る 。 前文 と し て ， r こ の規則 は実質的に は ICTV の宿

主別分科会 お よ び研究 グ ル ー プの意見 に よ っ て 作 ら れた

も の であ る が， 最善の も の と は考 え ら れ な い。 今後 ウ イ

ル ス 学者仲間 (viorological community) か ら の ICTV

への フ ィ ー ド パ ッ ク に よ っ て ， よ り 洗練 さ れた も の に し

た い。 コ メ ン ト を歓迎す る 。 j と 述べ ら れて い る 。

こ の規則 の 主 要 な 実質的改正点 は， ① ウ イ ル ス の種の

定義 を 明確 に し た こ と ， ② ウ イ ル ス の “ グ ル ー プ" を 廃

し た こ と ， の 2 点 に あ る 。 し た が っ て ， 新規則 で最 も 影

響 を 受 け る の は植物 ウ イ ル ス の分類， 命名 で あ り ， 6 科

43 属が新設 さ れた。

第 16 項 に種の定義 と し て ， r ウ イ ル ス の種 (species)

と は， 自 己複製す る 系類 (replicating lineage) で， 生態

学的 に特定の場 (particular ecological nitche) を 占 め

る ウ イ ル ス (viruses) の多型的な 1 階層 (a polythetic 

c1ass) と 定 義 さ れ る J と な っ た 。 こ の 定 義 は VAN

R民ENMORTEL ( 1990) に よ っ て 多型的種 (polythetic spe. 

cies) の概念 と し て提出 さ れ， 今回 ICTV に 採用 さ れた も

の で あ る 。 変異 し や す い ウ イ ル ス の種の定義 と し て適 し

て い る (本誌 45 巻， p. 396， 都丸， 1991 参 照 ) 0 repli .  

cating l ineage と ecological nitche が難解 と の指摘 も

あ る が， 前者 は 主 と し て 交配でな く ク ロ ー ナ ル に 複製 さ

れ る ウ イ ル ス の特性及び系統的複製 の特質 と し て の，ゲ ノ

ム の変異 と そ の recombination (再組み合わ せ ) に よ る

進化 を， 後者 は絶対寄生性の ウ イ ル ス の も つ宿主域の概

念 を 包含 し て い る と 解 さ れ る 。 こ の定義か ら ， 塩基配列

の相向性や血清学的異同 な ど の単一の性状 は ウ イ ル ス の

種 と し て の分類 に 必要 か つ 十分 な 条件 と は な ら な い。

ま た ， こ れ ま で rgenus 名 ま た は グ ル ー プ名J と さ れて

い た 文言か ら グル ー プ名 は 除かれた。 タ ク ソ ン と し て E

科 (subfamily) が付加 さ れた が， こ れ は 階層関係の複雑

さ を解決す る た め に 必要 と さ れ る 場合の み に 用 い て よ く

(24) ， 語尾 は “ … … virinae" と す る (25) 。
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袋ー 1 植物 ウ イ ル ス の新 し い分類， 1993 ( ICTV 第 6 次報告， 1995 

に よ る )

科 (Family)

Geminiviridae 
(双球状， ssDNA) 

科未定
(球状， dsDNA) 

Reoviridae・ .
(球状， dsRNA) 

Partitiviri泌'2e. .
(球状， dsRNA) 

Tombusviridae 
(球状， ssRNA) 

Sequi vi ridae 
(球状， ssRNA) 

Comoviridae 
(球状， ssRNA) 

Bromoviridae 
(球状， ssRNA) 

科未定
(球状， ssRNA) 

Potyviridae 
(糸状， ssRNA) 

科未定
(糸状， ssRNA) 

科未定
(棒状， ssRNA) 

Rhabdoviridae ・ .
(梓菌状，

- ssRNA) 

Bunyaviridae* * 
(球状， - ssRNA) 

科未定
(糸状， -ssRNA) 

科未定
(形態未群)

属 (genus) ( タ イ プ種， … ウ イ ル ス )

Geminivirus 
Subgroup 1 (maize streek) 事
Subgroup II (beat curly top) 
Subgroup 111 (bean golden mosaic) 

Cau/imovirus ( カ リ フ ラ ワ ー モ ザイ ク )
Badnavirus 

(commelina yel low mottle) 

Phy品oreovin岨 (wound tumor) 
Fijiivirus (Fij i i  disease) 
0η'zavirus イ ネ ラ ギ ッ ド ス タ ン ト )
A lphac1沙tovirus ( シ ロ ク ロ ー パ潜伏 1)
Betacryρωvirus シ ロ ク ロ ー パ潜伏 2)

Tombusvirus ( tomato bushy stunt) 
Carmovirus { カ ー ネ ー シ ョ ン斑紋)
Sequivirus (parsnip yellow fleck) 
Waikavirus (rice tunguro sphericaI ) 
Comovirus (cowpea mosaic) 
Neþovirus { タ ノ f コ 輪点、)
Fabavirus { ソ ラ マ メ ウ イ ル ト )
Brom畑virus (brome mosaic) 
Cucumovi間活 ( キ ュ ウ リ モ ザイ ク )
Ilarvirus { タ バ コ 条斑)
Alfamovirus { ア ル フ ア ル フ ァ モ ザ イ ク )
Necrovirus ( タ バ コ ネ ク ロ ー シ ス )
Machlomovirus 

(maize chlorotic mott1e) 
Luteovirus-type A { オ オ ム ギ賞萎)

-type B { ジ ャ ガ イ モ葉巻)
Sobemovirus 

( イ ン ゲ ン 7 メ 南部 モ ザ イ ク )
Marafivirus (maize rayado fino) 
Tymovirus (turnip yellow mosaic) 
Dianthovirus (carnation ring spot) 
En四novirus (pea enation mosaic) ，  
ldaeovirus (raspberry bushy dwarf) 

Potyvirus ( ジ ャ ガ イ モ Y) ，
Bymovirus { オ オ ム ギ縞萎縮)
Rymovirus { ラ イ グ ラ ス モ ザ イ ク )
Carlavirus ( カ ー ネ ー シ ョ ン潜在) ，
Potexvirus ( ジ ャ ガ イ モ X) ，
CaPillovirus { リ ン ゴ ス テ ム グル ー ピ ン グ)
Trichovirus 

( リ ン ゴ ク ロ ロ テ ィ ッ ク リ ー フ ス ポ ッ ト )
Closterovirus ( ビ ー ト 萎黄)
Tobamovin昭 ( タ バ コ モ ザ イ ク )
Furovirus ( ム ギ類萎縮) ，
Hordeivin甜 ( ム ギ斑薬モ ザイ ク )
Tobravirus { タ バ コ 茎 え そ )

Cytorhabdovirus 
( lettuce necrotic yel lows) 

Nucleorhabdovirus 
(potato yellow dwarf) 

To.ゆovirus ト マ ト 黄化 え そ )

Tenuivirus ( イ ネ 縞葉枯)

Umbravirus (carrot mottle) 

噂 英名 の種はわ が国未報告 ** . 既存の科， そ の他は新設

新設 さ れた 目 (order) は 目 名 の語尾 を “ … . . virales"

(30) と す る 。 現在 Mononegavirales の 1 目 の み が承認 さ

れて お り ， 植物 ウ イ ル ス 関連で は マ イ ナ ス セ ン ス の 1 本

鎖 RNA ( - ssRNA) ， 単 一 ゲ ノ ム を も っ Rhabdo・

viridae ( ラ ブ ド ウ イ ル ス 科) が こ の 目 に 属 し て い る 。

E 新 し い階層分類

前記の新 し い分類， 命名規則 に 従 い ， こ れ ま で グ ル ー

プ と し て 整理 さ れて き た 植物 ウ イ ル ス に ， 既存の動物 ウ

イ ル ス ま た は 菌類 ウ イ ル ス を 主 と し た 4 科 (Rhabdovi.

ridae， Reoviridae， Bunyaviridae， 角的・tiviridae) に加

え て 6 科 ( Geminiviridae， Sequiviridae， Comoviridae， 

Bromoviridae， Tombusviridae， POかviridae) が新設 さ

れた。 既存の グルー プの 多 く は属 (genus) と な っ た 。 同

時 に 既存の 4 属 (上記 4 科の属) の う ち Plant Rhabdo. 

virus は Cytorhabdovir;悶， Nucleorhabdovirus の 2 属 と

な り ， Partitiviridae に こ れ ま での Cryptovirus subgro. 

up 1 及 び 11 が A lphacηIjJtovirus 及 び BetacηIjJtovirus と

し て 所属す る こ と と な っ た 。 こ の 他 43 属 が新設 さ れ た

が， こ の う ち 22 属 は所属科 は 未定 (floating genus) で あ

る 。 属 に は そ れぞれ type species ( タ イ プ種) が定 め ら れ

た。 タ イ プ種の多 く は従来の タ イ プ メ ンバー と 同様であ

る 。 表ー1 及び図一 1 に 現在 の 分類 を 取 り ま と め て 示 し た 。

図 ー 1 と 同様 な 科及 び科未 定 の 属 を 示 し た 図 は 6 次報告

に も あ る が， 図-1 は 科及びす べ て の 属 を を 示 し た も の で

あ る 。 表 1 と 共 に配列の順序 は い ずれ も 便宜的であ る 。

現在， 植物 ウ イ ル ス は 10 科 47 属 と な る 。 新設の 属 の

多 く は こ れ ま での グル ー プ を 属 と し た も の で あ る が， グ

ル ー プの う ち 新属名 と な っ た も の と し て A lfamovirus，

Badnavirus， Waikavirus な ど が あ る 。 新設 の属 と し て ，

Oryzavirus (Reoviridae) : Sequivirus (Sequiviridae) : 

砂movirus， Rymovirus (PO砂viridae) : ldaeovirus， Mach. 

lomovirus， Trichovirus， Umbravirus な ど が あ る 。

Tenuivir;附 は 今 回 の 報告 で は Bunyaviridae に 所属 す る

こ と に は な ら な か っ た が， プニ ヤ ウ イ ル ス 科 に き わ め て

近縁 の 属 と し て 位 置 づ け ら れ て い る ( 表 -1 ， 図 -1 参

照) 。 こ れ に は わ が 国 の イ ネ 縞葉枯 ウ イ ル ス の ゲ ノ ム 構造

及 び RNA の 塩基配列 に 関 す る 研究 結果 の 寄与 が 大 き
し 3。

あImovirus は わ が 国 の 柏崎 ら の 提 案 が承認 さ れ た も

の で あ る 。 Waikavirus は イ ネ わ い 化病 に 由来す る が， タ

イ プ種 と し て rice tungro spherical virus が採用 さ れ，

同一 ウ イ ル ス と さ れ る rice waika virus は種の リ ス ト

に は な く ， 属名 と し て そ の名 を残 し て い る 。 Sequivirus の

Sequi は ラ テ ン語 に 由来 し accompany ( 同伴す る ) の意
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図 - 1 植物 ウ イ ル ス の分類に お け る 科お よ び属 (ICTV 第 6 次報告. 1995 よ り 作成)
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で あ り ， 介助 ウ イ ル ス に よ る 依存性媒介 を 意味 し て い

る 。 Umbravirus の Umbra は ラ テ ン語の shadow (影) を

意味 し ， 英語 で は招待客 に 随伴 す る 非招待 客 の 意 が あ

る 。 本属の タ イ プ種 carrot mottIe virus は直径 52 nm

の外膜 (envelope) を持つ と さ れ る が， 粒子形態 は な お

不確定で あ る 。 Luteovirus を 介助 ウ イ ル ス と し て ， ア プ

ラ ム シ に よ っ て 永続的 (非増殖型) に 伝搬 さ れ る 。 本 ウ

イ ル ス の RNA が介助 ウ イ ル ス の外被 タ ンパ ク 質 に 包 ま

れ る こ と が依存性媒介の機構 と さ れ る 。 ldaeovirus は タ

イ プ種の宿主 ラ ズペ リ ー (Rubus idaeus， セ イ ヨ ウ キ イ

チ ゴ) の種小名 に 由来す る 。

Trichovirus は 糸 状 の ssRNA ウ イ ル ス の ー っ と し

て ， Closterovirus の準 メ ンバー で あ っ た apple chloro. 

tic leaf spot virus を タ イ プ種 と し ， Capillovirus の メ ン

ノ Tー で あ っ た potato virus T も 本属 の l 種 と な っ た 。

Capillo が ラ テ ン語由来の hair (髪の毛) の意であ る の に

対 し て ， Tricho は ギ リ シ ャ 語の hair の意で あ り ， 粒子形

態 は 上記 2 属 に 似て い る 。 ゲ ノ ム 構造 な ど の差異か ら 新

属 と さ れた も の で あ る 。 本属の新設 に も ， わ が国 に お け

る 研究の寄与が大 き い。

Oryzavirus は rice ragged stunt virus を タ イ プ種 と

し ， 粒子 は 不完全な外殻 (直径 57�65 nm) を持つ。 2 本

鎖 RNA (dsRNA) の 10 ゲ ノ ム か ら 成 り ， イ ネ 科植物 に

ウ ン カ に よ っ て 永続的 (増殖型) に媒介 さ れ， 経卵伝染

は認め ら れ な い。

皿 ウ イ ル ス の命名 と 表記法

第 6 次報告 で は ， こ れ ま で に 明確でな か っ た ウ イ ル ス

の命名 と そ の表記法 に つ い て ， 正式及 び非公式慣用 の方

法 を 記述 し て い る 。 種名 に は こ れ ま で ど お り 慣用 の英名

がそ の ま ま 採用 さ れ， 規則 18 項 に 「種名 は， 通常 そ の 系

統名 と と も に ， そ の 属， 科の名称 な し で も 明 り よ う な 同

定が可能でな け れ ばな ら な いj と し て い る 。 正式 な表記

法 と し て は ， 科， 属名 は イ タ リ ッ ク と し ( タ イ プ ラ イ タ

ー で は ア ン ダー ラ イ ン ) ， 頭文 字 は 大 文字 と す る 。 種名

は， イ タ リ ッ ク と は せ ず， 地名， 宿主科名 ま た は属名 で

な い 限 り ， 頭文字 も 大文字 と し な い。 The family Bro・

moviridae， The genus Cucumovirus の よ う に タ ク ソ ン

を名称の 前 に 置 く こ と に な っ て い る 。 正式な 学術用語 と

し て は， 以下の例の よ う に す る 。 Family Bunyaviridae， 

genus To宅povirus， tomato spotted wilt virus。 非公式 な

慣用法では小文字の ロ ー マ 字 と し て イ タ リ ッ ク と せ ず，

接尾語 も っ け な い。 例 え ば the bunyavirus family， the 

tospovirus genus で あ る 。 目 名及 び科名 を 含 め す べ て イ

タ リ ッ ク で記載す る こ と は， 科 よ り 上位の タ ク ソ ン は イ

タ リ ッ ク と は し な い 生物の学名記載の慣用 と 異 な っ て い

る 。 日 本語 と す る と き は， フ ニ ヤ ウ イ ル ス 科， ト ス ポ ウ

イ ル ス 属， ト マ ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， と す る の が よ い と

恩わ れ る (植物病理学事典， 藤沢， 1995 参照) 。

お わ り に

第 6 次報告 に は 序論 と し て 分類， 命名 の 規則， ICTV の

活動， ウ イ ル ス 分類， 命名法 の 解説の ほ か， ウ イ ル ス 分

類の将来像 に つ い て も 触れて い る 。

ウ イ ル ス の 系統発生 (phylogeny) に つ い て は現在 ウ イ

ル ス 全体 を 統一す る よ う な， 単一 な 系 統樹 を 考 え る こ と

は愚かで あ る と し な が ら ， 一方， ウ イ ル ス 遺伝子の配列

順序， 複製様式， 異種 ウ イ ル ス と 同様な活性 を も っ タ ン

パ ク 質の遺伝子塩基配列 ド メ イ ン の保存配列 な ど の 意外

な類似性か ら ， 部分的で は あ る が系統進化学的な分類学

の可能性 に つ い て の最新の報告 を 紹介 し て い る 。 ま た ，

今後 ま す ま す遺伝子の塩基配列 の デー タ の 集積が望 ま れ

て い る 。

現在 ICTV は， ウ イ ル ス 全体 と し て l 目 ， 50 科， 9 BE 
科 164 属 3 ， 600 種以上 の ウ イ ル ス を承認 し て い る が， 世

界中 の strain や subtype を 含 め る と 30 ， 000 種以上 の ウ

イ ル ス が あ る と い う 。 こ の う ち 植物 ウ イ ル ス は 1 目 ， 10  

科， 47 属， ウ イ ロ イ ド を含 め 約 860 余の種が記 さ れ て い

る 。 ウ イ ル ス の記載 に は 500�1 . 000 の性状記載が必要 と

さ れ ， 膨 大 な デ ー タ と な る 。 ICTV の 分 科 会 と し て

Data base 分科会 (ICTVdB) (A. ] .  GlBBS 委員長) の活動

があ る 。 A. ].  GlBBS ( オ ー ス ト ラ リ ア ) は VIDE プ ロ ジ ェ

ク ト と し て ， 1994 年現在 890 種類の植物 ウ イ ル ス に つ い

て ， そ れぞれ 569 の性状デー タ を 集積 し て い る と い う 。

GlIlBS は ICTV 初期 の活動 に お い て Adanson 方式 ( な る

べ く 多数の性状 を等価 に評価分類す る 自 然分類方式) の

推進 を主唱 し た が， 現在で も そ の 志 を保 っ て い る こ と を

示す も の で あ ろ う 。
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